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◇ 住民投票の結果を受け、カタルーニャ州政府が一方的な独立に向けた動きを前進させるかに注目が集

まっている。その場合、スペイン政府は州の自治権剥奪で対抗し、州議会選挙が行なわれる可能性が

高い。他方、州政府が一方的な独立を思いとどまり、自治拡大を求めた対話に切り替えようとすれば、

州政府を閣内外から支える離脱支持政党が協力を取り止め、こちらも州議会選挙に発展する可能性が

ある。各種の世論調査では、州首相の所属する穏健な離脱支持政党の支持が低迷する一方、連立に加

わるより強硬な離脱支持政党の支持が高まっている。州議会選後のカタルーニャ州政府内で、一方的

な独立を求める勢力の影響力が高まる恐れがある。 

 

９割以上がスペインからの独立に賛成票を投じたカタルーニャ州の住民投票から数日が経過した。州政

府は当初、賛成票が上回れば48時間以内に一方的な独立に向けた動きを前進させるとしていたが、投票結

果を受けた今後の方針について話し合う州議会の審議日程を今週後半か来週に延期することを決定した。

投票結果を無視することはできないものの、このまま一方的な独立に向けた動きを前進させれば、中央政

府との亀裂が決定的なものとなりかねない。プチデモン州首相はＥＵに仲裁を呼び掛けているが、欧州諸

国はカタルーニャの独立を巡る問題はスペインの内政問題であるとの立場で一致している。決断を引き延

ばすことで有名なラホイ首相が率いる中央政府側も、カタルーニャ州政府の出方を窺っている。国民党政

権に閣外協力する新興リベラル政党・市民のリベラ党首は、憲法155に基づきカタルーニャ州の自治権を剥

奪し、州議会選挙を行なうことを求めている。ただ、前例のない州の自治権剥奪は、投票を巡って悪化し

たカタルーニャの州民感情を一層逆撫でしかねない。 

今後の展開を読むのは難しいが、州政府が一方的な独立に向けた動きを前進させれば、中央政府が憲法

155条に基づく州自治権の剥奪に動き、中央政府の管理下で新たな州議会選挙が行なわれる可能性が高い。

他方、州政府が一方的な独立に向けた動きを前進させない場合、強行離脱派が州政府への協力を取り止め、

こちらも州議会選挙に発展する展開が予想される。前者の場合、現在、州政府を率いる独立賛成派による

統一会派ジュンツ・パル・シ（Junts pel Si）が続く可能性が高いが、後者の場合、統一会派が分裂する

公算が大きい。統一会派が維持されるか否かで、州議会選挙の行方とその後のカタルーニャの独立に向け

た動きに違いが出てきそうだ。 

ジュンツ・パル・シは、2015年秋の州議会選挙のために設立された統一会派で、中道右派のカタルーニ

ャ民主集中（ＣＤＣ）＜ＣＤＣは解党され、2016年７月にカタルーニャ欧州民主党（PDeCAT）を結党＞、

中道左派のカタルーニャ共和主義左翼（ＥＲＣ）など、独立賛成派の政党によって構成されている。2015

年秋の州議会選挙で第一党となったものの、過半数の議席を獲得できず、統一会派に加わらなかった左派

で強硬独立派の人民統一候補（ＣＵＰ）が閣外協力することで、州政府を運営している。プチデモン州首
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相が所属するPDeCATは、州の自治拡大を求めた中央政府との対話も含めた穏健路線を志向しているのに対

し、統一会派に加わるＥＲＣや閣外協力するＣＵＰは一方的な独立に向けた動きを前進させることを求め

ているとされる。州政府が穏健路線にシフトしようとすれば、ジュンツ・パル・シの分裂が予想される。 

各種の世論調査によれば、PDeCATとＥＲＣの２党を足し合わせたジュンツ・パル・シの支持率は、住民

投票前の段階で約４割と、前回2015年秋の州議会選挙の投票結果（39.6％）とほぼ変わらない。ただ、そ

の内訳をみると、統一会派の結成以前に一貫して20％を上回っていたPDeCAT＜当時はＣＤＣと別の政党と

の間で集中と統一（ＣｉＵ）という統一会派で活動＞の支持率が10％台前半で低迷しているのに対し、

2012年の前々回選挙後に20％前後で推移してきたＥＲＣの支持率が20％台後半とPDeCATを逆転している。

PDeCATの支持率低迷は、旧党ＣＤＣの政治家による汚職問題が相次いで発覚したことを受けたもので、党

のイメージ刷新が新党結成の一因になったと言われている。ジュンツ・パル・シの統一会派で戦わない限

り、PDeCATの苦戦は避けられない。プチデモン州首相としては、住民投票で示された州民の声を無視でき

ない一方で、早期の州議会選挙が自身の所属政党の影響力低下につながる難しい立場にある。州議会選後

のカタルーニャ州政府内で、一方的な独立を求める勢力の影響力が高まる公算が大きい。 
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